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三池炭鉱万田坑三池炭鉱宮
みやのはらこう

原坑 三池炭鉱専用鉄道敷跡 三池港

万田坑

三池港

採掘された石炭の選別

炭坑電車

石炭の採掘作業

宮原坑

地上と坑内をつなぐケージ

　三井が総力を挙げて整備した日本最大規模の竪坑。
大正から昭和にかけて各施設の電化による設備の充実
が図られ、三池炭鉱の主力坑として活躍しました。

　三池炭鉱の各坑口で掘り出された石炭を港や国鉄へ
輸送するために整備された貨物専用鉄道。後に炭鉱関
係者の通勤・通学や買い物にも利用されていました。

　遠浅で干満の差が大きい有明海の水位を一定に保つた
め、開閉式の閘

こう

門
もん

を設置しています。国内外へ船で石炭
を輸送していました。現在も港は稼働中です。

現在も残っているヤグラと巻揚機室
（どれも第二竪坑）

　三井が最初に独自で開発した竪坑。深部の採炭による
揚水問題に技師・団

だん

琢
たく

磨
ま

がデビーポンプを導入したこと
で克服しました。

三池炭鉱の営み
　日本の産業の近代化を支えた「採炭・運搬・国内外へ
の輸送」という石炭産業の一連のシステムと歴史が世界
遺産登録に当たり、高く評価されました。

　 採炭
宮原坑・万田坑。
それぞれの坑口か
ら石炭を採掘。
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　 運搬
炭鉱専用鉄道敷跡。
採炭した石炭を港
や製鉄所へ運搬。

国 内 外 へ
　 輸送
三池港。船で国内
外へ石炭を輸送。
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